
旧
東
京
市
の
初
期
近
郊
農
業

岡

旧東京市の初期近郊農業

研
究
の
地
域
と
時
代

研
究
の
目
的
と
方
法

一
、
明
治
初
期
、
東
京
の
土
地
利
用
変
化

二
、
明
治
初
期
、
乳
牛
飼
育
の
地
域
発
達

三
、
市
制
時
代
の
十
五
区
内
周
縁
立
地
酪
農

目
、
明
治
初
期
の
東
京
近
郊
野
菜
地
域

五
、
青
物
市
場
と
近
郊
野
菜
園

六
、
明
治
期
、
東
京
の
近
郊
植
木
類
草
花
栽
培
地
域

七
、
明
治
期
、
東
京
の
近
郊
果
実
生
産
性

入
、
明
治
期
、
藍
そ
の
他
の
近
郊
生
産
性

結
論

研
究
の
地
域
と
時
代

247 

本

明
治
に
な
っ
て
江
戸
は
東
京
と
な
り
、
東
京
府
五
郡
の
大
区
小
区
の
行
政
区
時
代
か
ら
、
明
治
十
一
年
(
一
八
七
八
)

兼

佳

の
郡
区
町
村
編
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制
法
に
よ
っ
て
、
東
京
府
の
行
政
区
画
は
十
五
区
六
郡
と
な
っ
た
@
す
な
わ
ち
郭
内
を
麹
町
、
・
神
田
ι

日
本
橋
・
京
橋
・
芝
・
麻
布
・
赤

坂
・
四
谷
・
牛
込
・
小
石
川
・
本
郷
・
下
谷
・
浅
草
・
本
所
・
深
川
の
十
五
区
に
、
郭
外
を
荏
原
・
東
多
摩
・
南
豊
島
・
北
豊
島
・
南
足

立
・
南
葛
飾
の
六
郡
に
分
け
た
@
明
治
二
十
二
年
(
一
八
八
九
)
の
市
制
施
行
に
よ
っ
て
、
十
五
区
の
各
領
域
に
若
干
異
動
を
見
た
が
、

区
の
名
称
に
変
わ
り
な
く
、
昭
和
七
年
(
一
九
三
二
)
か
ら
の
三
十
五
区
時
代
へ
続
く
@

こ
こ
に
東
京
市
は
、
厳
密
に
は
市
制
施
行
の
明
治
二
十
二
年
以
後
で
あ
る
が
、
江
戸
か
ら
「
東
京
」
に
な
っ
た
後
、
大
区
小
区
時
代
お

よ
び
十
五
区
六
郡
時
代
を
含
め
、
お
よ
そ
大
正
初
期
ま
で
を
研
究
対
象
と
し
て
近
郊
農
業
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
@

研
究
の
目
的
と
方
法

都
市
近
郊
農
業
は
、
近
郊
の
農
産
物
が
都
市
需
要
に
応
じ
、
都
市
消
費
に
吸
引
さ
れ
て
成
立
ち
、
そ
の
供
給
都
市
は
固
定
し
て
い
る
結

び
つ
き
で
あ
る
@
こ
の
結
合
機
構
は
交
通
運
輸
の
幼
稚
な
時
代
ほ
ど
典
型
的
と
な
る
こ
と
も
自
明
の
理
で
あ
る
。
都
市
の
農
産
に
対
す
る

需
要
を
、
近
郊
の
農
村
の
み
が
孤
立
国
的
に
受
持
つ
か
ら
で
、
輸
送
方
法
の
車
馬
時
代
に
近
郊
農
業
地
域
の
外
周
限
界
は
シ
ャ
ー
プ
に
き

ま
る
@
ま
た
、
都
市
の
農
産
消
費
性
は
当
該
都
市
人
口
の
大
小
に
よ
る
は
勿
論
で
、
市
民
の
屋
敷
内
に
自
給
菜
園
な
ど
あ
れ
ば
そ
の
需
要

性
は
低
く
な
る
@

明
治
期
の
東
京
は
、
明
治
十
五
年
(
一
人
入
一
一
)
十
五
区
の
人
口
七

O
万
、
明
治
四
十
五
年
(
一
九
三
己
東
京
市
の
人
口
ニ

O
O

万
、
農
産
の
輸
送
方
法
は
車
馬
・
舟
に
よ
っ
て
い
た
か
ら
、
近
郊
農
業
地
域
を
周
辺
に
よ
く
発
達
さ
せ
て
い
た

Q

大
正
・
昭
和
の
時
代
に

進
ん
で
、
遠
隔
輸
送
に
よ
る
競
合
・
陶
汰
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
明
治
期
は
外
部
の
影
響
の
き
わ
め
て
少
な
い
、
東
京
と
周
縁
農
村

と
の
結
合
性
を
も
っ
て
近
郊
農
業
を
成
型
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
ω



研
究
上
、
明
治
期
の
農
業
関
係
資
料
と
し
て
は
、
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)

の
東
京
府
志
料
が
あ
り
、
こ
れ
は
当
時
の
東
京
府
行
政
区

一
一
大
区
一

O
二
小
区
に
つ
い
て
、
最
小
単
位
の
各
「
町
」

「
村
」
の
事
実
を
あ
げ
、
と
く
に
そ
の
「
物
産
」
欄
の
農
産
物
が
好
資
料
と

な
る
@
た
だ
こ
の
記
録
は
、
農
産
物
名
の
不
統
一
な
表
わ
し
方
、
例
え
ば
ふ
き
を
款
冬
・
蕗
、
し
よ
う
が
を
葺
・
生
菱
、
た
け
の
こ
を
笥

-
葬
な
ど
用
法
を
一
定
せ
ず
、
そ
の
量
目
も
同
一
品
目
を
荷
・
駄
・
把
な
ど
異
な
る
単
位
を
も
っ
て
し
、
そ
の
計
量
も
自
分
量
的
な
不
正

確
さ
が
あ
る
が
、
農
産
を
個
別
に
小
地
区
的
な
分
布
を
示
す
も
の
と
し
て
利
用
価
値
を
も
っ
て
い
る
@

東
京
府
統
計
書
は
明
治
九
年
か
ら
あ
り
、
明
治
十
五
年
以
後
、
十
五
区
六
郡
の
行
政
区
別
に
載
っ
て
お
り
、
事
象
に
よ
っ
て
は
「
町
」

「
村
」
別
に
小
地
区
単
位
に
検
討
で
き
る
も
の
も
あ
る
@

土
地
利
用
図
と
し
て
は
明
治
十
三
年
(
一
八
八

O
)
陸
地
測
量
部
の
二
万
分
の
一
迅
速
図
が
も
っ
と
も
よ
く
、
東
京
市
街
地
と
そ
の
周

辺
に
つ
い
て
は
明
治
二
十
年
(
一
八
八
七
)
内
務
省
地
理
局
の
五
千
分
の
一
の
図
が
詳
し
い
@
東
京
市
街
地
を
中
心
に
近
郊
を
含
む
一
枚

旧東京市の初期近郊農業

図
と
し
て
は
、
明
治
十
二
年
の
東
京
図
が
あ
り
、
こ
の
ほ
か
明
治
期
各
区
の
部
分
図
も
事
象
把
握
の
た
め
に
利
用
す
べ
き
も
の
が
多
い
@

農
産
関
係
の
事
実
を
と
ら
え
る
た
め
に
、
区
史
・
郡
誌
・
町
村
誌
が
あ
り
、
東
京
市
史
稿
の
農
事
関
係
事
項
も
、
重
要
な
典
拠
と
し
て

探
索
す
べ
き
も
の
で
あ
る
ω

研
究
方
法
は
地
点
と
時
点
、
地
域
と
時
代
の
観
点
に
立
ち
、
地
空
間
的
隆
替
を
時
間
的
盛
衰
の
も
と
に
追
求
し
、
地
域
差
を
分
界
づ
け

て
認
識
す
る
ω

近
郊
農
業
が
市
街
地
周
辺
に
波
及
隆
替
し
、
そ
の
時
間
的
盛
衰
の
変
化
・
不
連
続
に
立
っ
て
地
域
を
認
識
し
、
自
然
的
属

性
と
の
関
連
を
検
討
す
る
の
が
地
理
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
手
法
を
基
本
綜
に
お
き
た
い
の
で
あ
る
@

249 
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一
、
明
治
初
期
、
東
京
の
土
地
利
用
変
化

明
治
維
新
の
変
革
期
に
お
け
る
東
京
市
街
地
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
土
地
利
用
変
化
は
、
旧
薄
邸
跡
地
の
開
発
を
目
指
し
た
明
治
二
年

(
一
八
六
九
)

の
桑
茶
政
策
で
あ
っ
た
ω

上
中
下
屋
敷
を
含
む
広
大
な
藩
邸
跡
を
開
墾
し
、

府
下
住
民
に
生
業
を
与
え
、

当
時
の
輸
出

対
象
品
目
で
あ
っ
た
生
糸
と
茶
に
着
目
し
て
桑
と
茶
を
植
え
さ
せ
た
の
で
あ
る
ω

」
の
結
果
を
明
治
六
年
三
月
の
開
墾
諾
邸
宅
地
坪
数

調ハ
1
)
に
よ
る
と
、

全
体
で
凡
そ
百
拾
万
六
千
七
百
七
拾
余
坪
が
郭
内
外
樹
芸
開
墾
地
と
な
り
、

内
桑
茶
は
凡
そ
百
弐
万
五
千
弐
百
七
坪

余
で
あ
る
ω

こ
の
分
布
は
市
街
地
内
に
も
及
び
、
変
革
時
代
の
変
則
的
土
地
利
用
で
は
あ
る
が
、
当
時
東
京
の
農
業
特
徴
を
基
本
的
に
性

格
づ
け
て
い
た
ω

東
京
府
志
料
に
よ
っ
て
、
生
茶
お
よ
び
製
茶
の
分
布
を
み
る
と
、
街
道
沿
い
伸
長
街
に
卓
越
し
、
青
山
南
町
・
同
北
町
、
麻
布
の
世
界
町

-
新
斧
町
、
巣
鴨
仲
町
・
向
原
町
か
ら
同
三
丁
目
な
ど
に
立
地
し
、
こ
の
ほ
か
千
駄
ヶ
谷
・
大
塚
・
小
石
川
の
台
地
の
町
な
ど
に
あ
る
ω

か
な
り
広
範
囲
か
ら
集
荷
加
工
の
で
き
る
製
茶
は
、
市
街
地
・
村
落
部
の
接
点
に
立
地
し
て
、
茶
葉
の
集
荷
圏
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ

る
ωま

た
、
明
治
十
三
年
(
一
八
八

O
)
測
図
の
二
万
分
の
一
迅
速
図
を
み
る
と
、
市
街
地
近
接
の
周
縁
地
に
茶
園
の
卓
越
を
よ
く
表
わ

し
、
東
京
近
郊
の
土
地
利
用
を
明
ら
か
に
特
色
づ
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
ω

こ
の
よ
う
な
明
治
初
期
東
京
の
茶
栽
培
は
、
全
く
東
京
の
都
市
需
要
性
に
応
じ
て
成
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
近
郊
農
業
と
し
て
後
述

す
る
野
菜
類
等
と
は
範
障
を
異
に
す
る
が
、
こ
の
当
時
、
近
郊
的
土
地
利
用
と
し
て
景
観
を
支
配
し
、
こ
こ
に
変
則
的
擬
似
近
郊
農
業
と

し
て
も
差
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
ω



桑
茶
政
策
の
一
環
と
し
て
の
桑
畑
の
立
地
も
、
ほ
ぼ
茶
と
似
て
い
る
が
、
そ
の
面
積
は
は
る
か
に
少
な
く
、
ま
た
蚕
桑
は
明
ら
か
に
都

市
近
郊
的
で
な
い
か
ら
、
明
治
初
期
、
強
制
的
土
地
利
用
と
し
て
出
現
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
退
も
著
し
く
、
こ
こ
に
と
り
上
げ
る
ほ
ど

で
な
い
@

ニ
、
明
治
初
期
、
現
牛
飼
育
の
地
域
発
達

桑
茶
政
策
に
よ
る
土
地
利
用
に
対
し
て
、
新
規
に
発
展
し
た
特
徴
的
産
業
は
乳
牛
飼
育
で
あ
る
@
明
治
開
国
に
よ
っ
て
外
人
の
居
留
と

な
り
、
牛
乳
飲
用
の
生
活
が
浸
透
し
出
し
た
か
ら
で
あ
る
@

旧東京市の初期近郊農業

明
治
三
年
(
一
八
七

O
)
に
は
築
地
牛
馬
会
社
が
、
市
民
に
牛
乳
飲
用
を
宣
伝
し
す
て
牛
乳
(
哨
崎
ク
)
・
乾
酪
(
時
戸
)
・
乳
油
(
哨
均
一
)

・
懐
中
乳
の
粉
(
噌
枯
れ
一
川
タ
一
)
・
懐
中
薄
乳
の
粉
(
精
巧
一
仰
げ
y

〉
な
ど
、
当
時
す
で
に
牛
乳
加
工
品
も
あ
げ
て
い
る
@
こ
の
こ
ろ
福
沢
諭
吉

も
牛
乳
を
用
い
て
そ
の
効
用
を
賞
し
、
こ
の
会
社
に
礼
状
を
送
っ
て
い
る
@

東
京
府
志
料
の
物
産
の
項
に
は
牛
乳
の
名
は
全
く
見
当
ら
な
い
が
、
明
治
六
年
の
牛
乳
搾
取
井
牧
畜
許
可
に
つ
い
て
の
願
出
状
(
立
に

よ
る
と
、
そ
の
願
出
人
は
芝
新
堀
町
・
練
塀
町
・
神
田
佐
久
間
町
・
牛
込
北
町
・
本
町
相
生
町
・
南
神
保
町
・
下
谷
仲
御
徒
町
の
者
で
、

当
時
の
市
街
地
近
接
地
居
住
者
で
あ
り
、

従
っ
て

「
不
潔
臭
穣
近
傍
故
障
筋
有
レ
之
侯
ハ
、
速
ニ
可
レ
令
ニ
取
払
一
侯
事
」
〈
4
〉
を
誓
い
、
ま

「
牛
乳
搾
取
人
心
得
規
則
」
〈
£
の
第
一
条
に

「
象
場
不
潔
臭
横
無
レ
之
様
注
意
可
レ
致
事
」
と
定
め
ら
れ
、

市
街
地
接
触
立
地
の
様

た相
を
よ
く
う
か
が
わ
し
め
る
@
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乳
牛
頭
数
お
よ
び
搾
乳
高
を
小
地
区
別
分
布
に
吟
味
で
き
る
の
は
、
東
京
府
統
計
書
の
明
治
十
一
年
(
一
八
七
八
)
か
ら
同
十
五
年
に

及
ぶ
各
年
の
統
計
で
あ
る
。
東
京
府
全
体
の
搾
乳
量
は
明
治
十
一
年
の
一
三
七
一
石
か
ら
一
四
九
八
石
、

一
七
七
六
石
、
二
四
七
三
石
と
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22下板橋宿

一
逐
年
増
加

し
、
明
治
十

五
年
の
二
一

明治11年および明治15年の町村別搾乳量

五
九
石
と
な

っ
た
が
、
第

一
図
の
明
治

十
一
年
「
町
」

別
搾
乳
量
分

布
は
、
当
時

の
乳
牛
飼
育

立
地
を
明
ら

か
に
表
わ
し

第 1図

て
い
る
@

麹
町
区
で

は
皇
居
の
西

方
お
よ
び
北

方
の
外
濠
内



飯
田
町
・
富
士
見
町
・
麹
町
一
丁
目
に
集
積
地
が
あ
り
、
小
石
川
区
で
は
市
内
最
多
生
産
の
戸
崎
町
二
二
二
石
か
ら
弓
町
・
真
砂
町
・
元

町
へ
集
積
地
区
を
な
す

Q

浅
草
・
下
谷
区
で
は
向
柳
原
・
二
長
・
仲
御
徒
・
練
塀
の
各
町
を
も
っ
て
一
つ
の
集
団
性
を
表
わ
し
、
以
上
は

神
田
を
中
心
と
す
る
市
街
地
消
費
に
対
す
る
西
・
西
北
・
北
の
外
縁
地
区
形
成
に
ほ
か
な
ら
な
い
@
京
橋
区
の
新
富
町
・
越
前
堀
地
区
は

銀
座
市
街
地
の
周
辺
背
後
位
置
、
芝
区
の
烏
森
町
と
新
銭
座
町
・
新
堀
町
地
区
は
、
新
橋
付
近
か
ら
東
海
道
に
沿
う
市
街
地
の
周
縁
乳
牛

地
区
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
麻
布
区
の
我
善
坊
町
、
芝
区
の
高
輪
南
町
は
東
京
市
街
の
南
西
端
お
よ
び
南
端
の
、
金
杉
村
は
北
端
の
乳
牛
飼
育
地
で
、
当
時

の
外
周
末
端
部
に
当
っ
て
い
る
ω

乳
牛
飼
育
地
も
藩
邸
・
武
家
屋
敷
を
利
用
し
た
も
の
が
多
く
、
市
街
地
に
近
接
し
て
象
場
不
潔
臭
穣
の

接
触
現
象
が
多
か
っ
た
ω

以
上
の
集
積
地
区
は
明
治
十
三
、
十
四
年
と
地
区
充
填
お
よ
び
周
辺
拡
大
を
強
め
、
芝
区
の
三
田
綱
町
・
麻
布
区
の
奔
町
の
よ
う
に
新

旧東京市の初期近郊農業

し
く
進
出
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
ω

郡
部
へ
の
分
散
的
拡
大
は
荏
原
郡
の
上
目
黒
村
・
北
品
川
宿
、
南
葛
飾
郡
の
寺
島
村
な
ど
に
進
出
を
見

た
ω

さ
ら
に
明
治
十
五
年
に
は
、
以
上
の
地
区
形
成
を
充
填
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
と
く
に
日
本
橋
区
の
日
本
橋
市
街
地
の
後
背
塘
殻
町

に
牧
牛
舎
・
自
在
舎
・
東
明
軒
な
ど
の
新
経
営
が
出
現
し
て
い
る
ω

こ
の
よ
う
に
東
京
の
乳
牛
飼
育
は
都
市
の
中
に
伍
胎
し
、
明
治
十
年
代
に
は
市
街
地
近
接
立
地
の
牛
乳
生
産
地
域
型
を
と
り
、
農
村
地

帯
へ
の
進
出
は
き
わ
め
て
僅
少
で
あ
っ
た
ω

東
京
の
初
期
牛
乳
生
産
は
酪
農
と
し
て
で
は
な
く
、

「
町
」
の
先
覚
的
企
業
家
-
に
よ
っ
て

「
町
」
の
中
に
発
生
し
た
の
で
あ
る
@
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明
治
十
五
年
の
牛
乳
生
産
高
官
)
を
町
村
別
分
布
図
と
し
て
み
る
と
、
第
一
図
の
通
り
で
、

深
川
区

麹
町
区
に
生
産
中
心
を
お
い
て
、

を
除
く
各
区
に
生
産
し
、
郡
部
で
は
南
葛
飾
郡
と
北
豊
島
郡
・
荏
原
郡
に
波
及
し
て
い
る
ω
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明治19年東京郡区別搾乳量

l間 L量|平結五. 
麹町区 927石 103石

神田区 166 42 

日本橋区 242 48 

京橋区 892 81 

芝 区 576 41 

麻布区 325 23 

赤坂区 164 

田 谷区 173 29 

牛 込区 536 41 

小石川区 379 63 

本郷区 367 37 

下谷区 443 74 

浅草区 276 46 

本所区 123 25 

深川区 49 16 

荏原区 318 45 

東多摩郡 14 14 

南豊島郡 50 17 

北豊島君s 213 42 

南足立郡 16 8 

南葛飾郡 75 

計・平均 I 6322 I 46 

第 1表明治25年東京
郡区別牛乳業者

|搾乳業|販売業

麹町区 8 8 

神田区 5 28 

日本橋区 3 40 

京橋区 11 25 

芝 区 24 31 

麻布区 15 8 

赤坂区 7 2 

四谷区 5 1 

牛込区 25 1 

小石川区 15 5 

本 郷区 16 21 

下 谷区 11 14 

浅 草区 8 28 

本 所区 20 16 

深 川区 11 8 

荏原郡 8 6 

東多摩郡 2 

南豊島郡 17 一
北豊島郡 19 1 

南足立郡 1 

南葛飾郡 2 

言十 I 233 I 243 

第 2表と
言
っ
て
よ
い
ω

第
一
表
は
明

治
十
九
年
郡
区

別
搾
乳
量
ハ
7
〉

と
一
営
業
者
平

均
の
搾
乳
量
で

あ
る
が
、
麹
町

区
の
最
高
は
営

業
規
模
か
ら
の

中
心
性
を
表
わ

し
、
こ
れ
に
次

ぐ
京
橋
区
は
そ

の
消
費
地
近
接

し tこ
てよ
理る
解.規
せ模
しと

め
る
@
郡
部
は

周
縁
的
小
規
模
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豊

荏原郡

-、、
第2図明治35年東京郡区別搾乳量

明治35年

搾乳量

• 1，000石

・100石

南

郡
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第
二
表
は
明
治
二
十
五
年
の
郡
区
別
搾
乳
業
者
と
販
売
業
者
官
)
で
、

両
者
の
地
域
立
地
差
は
、

販
売
業
者
の
消
費
地
近
接
立
地
、
搾

乳
業
者
の
十
五
区
中
の
周
縁
立
地
が
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
、
郡
部
の
南
豊
島
・
北
豊
島
へ
顕
著
に
波
及
し
、
酪
農
生
産
へ
の
変
化
を
示

す。
三
、
市
制
時
代
の
十
五
区
内
周
縁
立
地
酪
農

市
街
地
の
発
展
と
と
も
に
乳
牛
生
産
地
も
動
く
@
と
く
に
不
潔
臭
穣
な
乳
牛
飼
育
は
、
市
街
地
と
不
協
和
的
で
、
し
だ
い
に
周
辺
郊
外

に
推
し
出
さ
れ
る
@
そ
の
結
果
、
さ
き
の
十
五
区
中
央
立
地
型
は
第
二
図
の
よ
う
に
移
動
し
、
十
五
区
内
周
縁
立
地
型
に
変
わ
り
、
さ
ら

に
郡
部
に
進
出
し
て
郡
部
内
環
型
の
傾
向
を
見
せ
て
い
る
ω

周
縁
「
区
」
に
は
す
で
に
明
治
二
十
年
代
か
ら
増
加
し
始
め
る
が
、
明
治
三

十
年
代
の
後
半
に
は
中
央
立
地
型
と
対
照
的
な
周
縁
立
地
型
と
な
り
、
明
治
三
十
五
年
の
時
点
に
お
い
て
第
二
図
の
よ
う
に
成
型
化
す

る
、
こ
の
移
行
過
程
を
「
区
」
別
に
み
る
と
、
麹
町
区
は
乳
牛
頭
数
も
搾
乳
高
も
明
治
三
十
三
年
(
一
九

O
O
)
ま
で
増
加
す
る
中
に
、

外
縁
「
区
」
へ
の
増
加
に
よ
っ
て
中
心
性
を
失
い
、
ま
た
麹
町
区
自
体
も
明
治
三
十
三
年
を
ピ

l
ク
と
し
て
減
少
し
始
め
る
@
外
縁
「
区
」

は
京
橋
・
深
川
・
本
所
・
本
郷
・
牛
込
・
芝
な
ど
逐
年
増
加
し
て
い
ず
れ
も
麹
町
区
の
生
産
を
超
え
る
@
た
だ
京
橋
区
は
明
治
三
十
四
年

を
ピ

l
ク
と
し
て
比
較
的
早
く
下
降
し
、
東
京
湾
に
瀕
し
て
後
退
す
る
背
後
地
も
な
く
、
持
続
と
発
展
の
空
間
を
失
っ
て
減
少
の
テ
ン
ポ

を
早
め
、
明
治
三
十
八
年
に
は
消
滅
す
る
ω

翌
三
十
九
年
に
至
っ
て
都
心
四
区
の
麹
町
・
神
田
・
日
本
橋
・
京
橋
い
ず
れ
も
完
全
に
牛
乳

生
産
性
を
消
失
し
、
東
京
牛
乳
生
産
地
帯
を
ド
ー
ナ
ツ
状
に
環
状
に
成
型
す
る
の
で
あ
る
@
そ
し
て
こ
の
時
期
に
は
牛
乳
供
給
上
、
搾
取

業
と
販
売
業
を
分
化
し
、
都
市
内
部
の
販
売
業
者
に
対
し
て
、
よ
り
農
村
内
に
搾
取
業
者
を
立
地
す
る
の
も
特
色
で
あ
る
ω

ひ
る
が
え
っ
て
、
牛
乳
生
産
地
域
は
す
で
に
明
治
十
五
年
か
ら
郡
部
に
進
出
し
、
し
だ
い
に
増
加
の
傾
向
を
と
っ
て
い
た
ω

区
部
接
壌



農
村
の
ご
と
き
、
日
本
橋
か
ら
一
一
一
粁
圏
の
う
ち
に
あ
り
、
輸
送
上
の
大
き
い
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
も
な
く
、
乳
牛
飼
育
を
酪
農
と
し
て

増
加
し
つ
つ
あ
っ
た
ω

十
五
区
内
外
周
時
代
に
進
ん
で
ま
す
ま
す
発
展
し
、
郡
部
酪
農
時
代
へ
の
基
礎
を
固
め
る
の
で
あ
る
ω

十
五
区
内
外
周
型
か
ら
郡
部
内
環
型
へ
の
移
行
を
地
域
的
に
吟
味
す
る
と
、
総
体
的
に
は
明
治
三
十
四
年
ま
で
は
市
部
に
、
そ
の
翌
年

か
ら
郡
部
に
増
大
す
る
変
化
を
と
る
ω

す
な
わ
ち
、
明
治
三
十
四
年
乳
牛
頭
数
に
お
い
て
、
市
部
十
五
区
合
計
一
九
一

O
頭
に
対
す
る
周

縁
五
郡
合
計
(
北
・
南
・
西
の
多
摩
三
郡
を
除
く
)

一
七
五
二
頭
、
搾
乳
量
に
お
い
て
前
者
一
八
三
三
七
石
に
対
す
る
後
者
一
一
九
二
三

石
と
市
部
に
優
越
し
、
翌
年
に
は
乳
牛
頭
数
の
前
者
二
二
三
頭
、
後
者
二
六
回
二
頭
、
搾
乳
量
の
前
者
一
六
三
六
一
石
、
後
者
一
八

O

二
九
石
と
い
ず
れ
も
郡
部
に
ウ
エ
イ
ト
を
移
す
の
で
あ
る
@
た
だ
こ
れ
を
地
域
密
度
的
に
吟
味
す
る
と
、
明
治
三
十
五
年
に
市
部
は
郡
部

よ
り
も
密
度
が
大
き
い

Q

そ
れ
は
市
部
を
と
り
ま
く
五
郡
の
酪
農
地
に
地
域
差
が
あ
り
、
豊
多
摩
・
北
豊
島
両
郡
以
外
は
密
度
が
低
い
か

ら
で
あ
る

Q

郡
部
に
お
い
て
も
豊
多
摩
郡
の
み
は
明
治
三
十
年
代
の
後
半
、
市
部
を
し
の
ぐ
密
度
に
達
し
、
と
く
に
区
部
近
接
町
村
は
東

旧東京市の初期近郊農業

京
府
の
酪
農
中
心
と
な
っ
て
い
る

Q

十
五
区
内
乳
牛
飼
育
は
以
後
漸
減
し
、
大
正
十
一
年
(
一
九
二
二
)
の
合
計
八
三
頭
は
芝
区
三
六
、
四
谷
区
三
四
、
深
川
区
一
三
と
残

る
が
、
最
後
は
芝
区
の
大
正
十
四
年
飼
育
農
家
三
戸
の
飼
育
頭
数
三
四
頭
、
昭
和
二
年
の
一
戸
六
頭
と
な
っ
て
、
こ
の
年
を
も
っ
て
十
五

区
の
乳
牛
飼
育
は
消
滅
す
る
@

回
、
明
治
初
期
の
東
京
近
郊
野
菜
地
域

257 

東
京
府
志
料
の
「
村
」
別
物
産
か
ら
野
菜
類
の
生
産
地
域
を
検
討
す
る
-

本
所
・
深
川
の
東
部
に
お
い
て
は
、
旧
中
川
ま
で
野
菜
類
生
産
の
地
域
密
度
が
高
く
、
当
時
の
近
郊
野
菜
類
生
産
地
域
を
表
わ
す
ω

そ
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の
野
菜
類
を
分
類
し
て
生
産
構
成
を
み
る
と
、
葉
菜
類
を
卓
越
し
、

漬
菜
・
京
菜
・
莱
〈
旦
・
葱
の
生
産
が
多
い
@

果
菜
類
は
こ
れ
に
次

ぎ
、
胡
瓜
を
一
位
に
茄
子
を
二
位
と
し
、
越
瓜
こ
れ
に
次
ぎ
、
南
瓜

avは
は
る
か
に
少
な
い
@

根
菜
類
は
莱
蔵
臼
)
そ
の
他
い
ず
れ
も
僅

少
で
あ
る
ω

こ
の
葉
菜
類
と
胡
瓜
の
優
越
は
沖
積
デ
ル
タ
へ
の
適
地
位
に
基
づ
き
、
高
燥
適
地
性
の
南
瓜
の
寡
少
と
長
根
性
の
根
菜
類
の

鮮
少
は
逆
に
対
照
的
に
こ
れ
を
裏
づ
け
る
ω

根
菜
類
中
亀
戸
大
根
は
こ
の
地
に
発
祥
し
著
名
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
於
多
福
大
根
と
も
呼

ば
れ
る
浅
根
性
で
徴
高
の
沖
積
畑
に
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
ω

旧
中
川
以
東
は
葉
菜
類
を
減
少
し
、
果
菜
類
の
胡
瓜
・
茄
子
に
南
瓜
・
冬
瓜
・
甜
瓜
と
多
種
類
構
成
を
も
っ
て
地
域
変
化
す
る
ω

こ
れ

は
よ
り
自
然
堤
防
の
発
達
し
た
適
地
性
と
、
比
較
的
遠
距
離
輸
送
の
可
能
な
果
菜
類
の
距
離
圏
性
を
反
映
す
る
も
の
と
解
し
て
よ
い
ω

根

菜
類
の
細
根
莱
蔵
を
増
す
の
も
徴
高
の
沖
積
畑
の
多
く
な
る
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
ω

下
谷
・
浅
草
の
北
郊
に
お
い
て
は
、
千
住
・
三
河
島
低
地
か
ら
南
足
立
郡
全
域
に
葉
菜
類
栽
培
を
優
越
し
、
葱
・
漬
菜
・
芹
・
三
葉
芹

・
款
冬
の
産
地
を
な
す
ω

北
東
部
の
自
然
堤
防
発
達
地
に
葱
、
北
西
部
の
低
湿
地
に
芹
・
三
葉
芹
・
款
冬
を
卓
越
し
て
、
適
地
性
を
量
産

に
表
象
し
、
三
河
島
・
尾
久
低
地
産
の
漬
菜
は
三
河
島
菜
と
し
て
賞
味
さ
れ
、
適
地
性
を
質
的
に
表
象
す
る
ω

坂
本
・
竜
泉
寺
・
千
束
の

三
村
に
は
紫
蘇
の
特
産
が
あ
り
、
市
街
地
近
接
と
適
地
性
の
二
要
因
充
足
を
表
わ
す
ω

葉
菜
類
に
次
ぐ
果
菜
類
に
茄
子
・
越
瓜
・
甜
瓜
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
強
く
地
域
性
格
を
示
標
す
る
ほ
ど
の
生
産
量
で
は
な
い

Q

根
菜

類
は
さ
ら
に
少
な
い
が
、
青
芋
の
一
般
栽
培
は
保
湿
低
地
へ
の
適
地
性
に
立
ち
、
パ
ッ
ク
マ

1
シ
ュ
に
お
け
る
蓮
根
・
慈
姑
の
特
産
は
低

湿
地
環
境
の
利
用
を
示
し
て
い
る
ω

ま
た
、
谷
中
本
村
か
ら
稲
付
村
・
根
葉
村
に
至
る
台
地
寄
り
の
葺
産
地
と
く
に
谷
中
葺
・
根
葉
葺
は

そ
の
良
質
を
も
っ
て
、
地
域
の
生
産
力
を
質
的
に
表
象
す
る
も
の
で
あ
る
ω

総
じ
て
こ
の
地
域
は
神
田
青
物
市
場
か
ら
一
回
・
五
粁
、
千
住
青
物
市
場
か
ら
入
粁
圏
内
に
あ
り
、
す
な
わ
ち
埼
玉
県
境
近
く
ま
で
漬



菜
地
区
が
延
び
、
蓮
田
が
ひ
ろ
が
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
距
離
圏
的
地
域
差
よ
り
も
徴
地
形
的
適
地
立
地
の
方
が
強
く
反
映
し
て
い
る

こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
デ
ル
タ
近
郊
性
を
東
京
西
南
部
に
み
る
と
、
荏
原
郡
の
東
京
湾
岸
お
よ
び
多
摩
川
デ
ル
タ
に
、
果
菜
類
生
産
優
越
の
中
、
葉
菜

類
生
産
の
複
合
性
も
強
く
、
葱
・
莱
・
蕗
の
一
般
的
生
産
の
ほ
か
、
不
入
斗
・
新
井
宿
両
村
の
商
高
・
紫
蘇
・
寝
稜
草
・
野
萄
葵
、
上
下

蛇
窪
・
北
蒲
田
三
村
の
生
萎
の
特
産
な
ど
、
近
郊
デ
ル
タ
野
菜
生
産
の
類
型
性
を
表
わ
す
。
た
だ
こ
の
方
面
に
は
北
蒲
田
・
御
園
両
村
に

野
菜
類
生
産
の
限
界
が
明
ら
か
で
、
以
速
に
拡
延
し
な
い
。
神
田
市
場
か
ら
の
距
離
一
四
・
五
粁
を
も
っ
て
、
北
郊
と
等
距
離
に
野
菜
園

の
限
界
を
一
示
す
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

以
上
の
低
地
地
域
に
対
し
て
、
本
郷
・
小
石
川
の
北
郊
か
ら
芝
の
西
郊
に
か
け
て
は
、
台
地
地
形
上
の
近
郊
農
業
性
で
あ
る
ω

台
地
の

聞
に
侵
食
河
谷
の
低
地
性
を
介
在
す
る
が
、
大
勢
は
台
地
農
業
と
し
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
。

!日東京市の初期近郊農業

本
郷
・
小
石
川
の
北
郊
、
北
豊
島
郡
地
域
は
根
菜
類
を
優
位
と
し
、
と
く
に
莱
蔵
を
特
産
化
し
、
周
知
の
練
馬
大
根
の
本
場
を
明
治
初

期
か
ら
形
成
し
、
そ
の
他
胡
羅
萄
牛
葬
も
普
遍
的
に
栽
培
し
て
「
土
物
」
生
産
に
特
徴
を
見
せ
る
。

次
い
で
果
菜
類
が
多
く
、
茄
子
を
全
域
的
に
、
南
瓜
・
越
瓜
と
の
複
合
生
産
を
南
半
の
市
街
地
寄
り
に
表
わ
す
。
こ
れ
は
下
板
橋
・
長

崎
・
葛
ケ
谷
以
南
、
神
田
市
場
か
ら
の
距
離
入
粁
圏
内
で
、
生
産
出
荷
量
も
こ
の
内
圏
に
多
い
。
中
心
の
池
袋
・
巣
鴨
両
村
、
蕃
板
生
産

を
複
合
す
る
諏
訪
村
が
あ
っ
て
、
地
域
密
度
の
高
い
近
郊
農
業
の
圏
状
構
成
を
明
ら
か
に
見
せ
て
い
る
ω

台
地
地
域
に
は
葉
菜
類
は
少
な
く
、
如
上
根
菜
類
を
中
心
に
果
菜
類
を
加
え
、
近
郊
野
菜
性
を
特
色
づ
け
る
。
深
く
軟
ら
か
な
台
地
土
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壌
の
多
い
適
地
性
に
立
ち
、
葉
菜
類
も
、
果
菜
類
の
明
瓜
も
表
出
せ
ず
、
対
照
的
に
南
瓜
を
多
く
し
て
台
地
の
高
燥
性
を
反
映
し
、
地
域

の
自
然
性
に
根
ざ
す
近
郊
野
菜
地
域
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
@
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牛
込
・
四
谷
の
西
郊
、
豊
多
摩
郡
地
域
に
目
を
向
け
る
と
、
北
豊
島
郡
地
域
と
類
型
し
、
莱
蔵
・
胡
羅
萄
・
牛
葬
の
根
菜
類
卓
越
、
果

菜
類
の
茄
子
の
一
般
性
と
、
神
田
市
場
か
ら
の
入
粁
圏
内
に
南
瓜
・
越
瓜
の
複
合
生
産
性
な
ど
、
北
豊
島
と
地
域
配
列
お
よ
び
生
産
構
成

を
同
型
に
す
る
。
八
粁
圏
は
上
高
田
・
本
郷
・
幡
ケ
谷
、
上
中
下
渋
谷
の
各
村
を
含
む
東
部
で
、
中
野
村
・
原
宿
村
は
こ
の
地
域
密
度
の

高
い
地
域
の
代
表
的
中
心
を
な
す
。

赤
坂
・
麻
布
・
芝
西
郊
の
荏
原
郡
地
域
は
、
根
菜
類
・
果
菜
類
を
卓
越
し
て
豊
多
摩
と
類
型
す
る
が
、
笥
の
生
産
地
を
広
く
し
、
北
西

部
に
独
活
の
特
産
地
区
を
有
し
て
他
の
台
地
と
生
産
性
を
変
化
す
る
。
根
菜
類
の
種
類
別
に
も
胡
薙
萄
・
牛
葬
は
少
な
く
な
り
、
果
菜
類

も
茄
子
の
全
域
的
生
産
と
-
位
は
豊
多
摩
と
同
じ
だ
が
、
南
瓜
の
生
産
を
著
し
く
増
し
て
茄
子
と
伯
仲
す
る
ほ
ど
に
多
く
な
る
。
こ
こ
も

台
地
の
高
燥
性
に
立
ち
な
が
ら
、
北
豊
島
に
比
べ
て
遜
色
の
あ
る
土
壌
条
件
に
基
づ
く
か
ら
で
あ
る
ω

野
菜
種
類
別
構
成
と
生
産
出
荷
量

の
地
域
差
は
、
東
部
に
地
域
密
度
を
高
め
る
が
、
こ
こ
で
は
神
田
・
京
橋
の
市
場
距
離
と
シ
ャ
ー
プ
に
入
粁
圏
を
も
っ
て
限
定
さ
れ
や
す
、

上
目
黒
・
碑
文
谷
・
馬
込
の
線
が
分
界
線
と
な
り
、
南
部
は
品
川
市
場
か
ら
の
四
粁
圏
に
属
す
る
@

以
上
こ
の
時
期
に
お
け
る
野
菜
類
の
示
す
東
京
近
郊
農
業
の
地
域
差
は
、

一
次
的
に
は
低
地
と
台
地
の
差
に
あ
り
、
お
の
お
の
そ
の
適

産
性
に
立
ち
、
距
離
圏
に
よ
る
圏
状
地
域
差
は
下
位
次
元
に
属
す
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
輸
送
方
法
に
み
る
地
域
差
も
ま
た
、

低
地
の
舟
主
車
従
に
対
し
て
、
台
地
の
牛
馬
と
車
専
用
と
異
な
り
、
こ
れ
は
距
離
上
の
時
間
差
よ
り
も
損
傷
度
の
低
い
舟
輸
送
に
よ
っ

て
、
低
地
部
に
軟
弱
野
菜
生
産
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
る
@

こ
こ
に
圏
状
構
成
よ
り
も
自
然
性
適
応
に
よ
る
立
地
が
強
い
こ
と
を
帰
納
的
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
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五
、
青
物
市
場
と
近
郊
野
菜
園

野
菜
類
の
近
郊
圏
は
都
市
消
費
集
団
と
そ
の
周
辺
生
産
供
給
地
域
と
の
結
び
つ
き
に
あ
る
が
、
野
菜
類
は
市
場
に
出
荷
さ
れ
、
消
費
者

に
供
給
さ
れ
る
の
が
普
通
の
ル

l
ト
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
距
離
圏
は
市
場
を
中
心
と
し
て
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
る
ω

従
っ
て
近
郊
圏
は

日
本
橋
中
心
で
な
く
、
神
田
そ
の
他
の
市
場
を
中
心
と
す
べ
き
で
あ
る
ω

日
本
橋
は
密
集
市
街
地
人
口
の
重
心
で
は
あ
っ
て
も
、
野
菜
供

給
上
の
目
的
地
で
な
く
、
ま
た
東
京
市
消
費
集
団
の
形
態
は
、
明
治
初
期
に
全
く
同
心
円
状
で
な
い
か
ら
、
近
郊
農
業
圏
の
基
点
と
す
る

」
と
は
学
術
的
に
不
合
理
で
あ
る
ω

東
京
の
青
物
市
場
は
明
治
十
一
年
(
一
八
七
八
)
、
第
三
図
の
よ
う
に
立
地
す
る

S
V
こ
れ
ら
を
地
域
構
成
的
に
み
る
と
、

神
田

京
橋
二
市
場
の
繁
華
街
近
接
型
、
駒
込
・
下
谷
・
四
ッ
目
・
青
山
・
四
谷
五
市
場
の
市
街
地
周
縁
型
、
千
住
・
品
川
二
市
場
の
最
外
部
立

地
型
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
こ
に
当
時
の
野
菜
類
の
蒐
集
と
配
分
の
地
域
組
織
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

神
田
・
京
橋
の
二
市
場
は
位
置
的
に
ほ
繁
華
街
の
北
と
南
に
あ
り
、
地
域
分
担
立
地
と
見
ら
れ
る
が
、
問
屋
・
仲
買
人
の
数
に
大
差
が

あ
り
、
売
買
高
も
神
田
の
三
四
・
二
万
円
に
対
し
て
京
橋
は
四
・

O
万
円
で
、
神
田
の
東
京
中
心
性
を
明
ら
か
に
示
す
@
こ
れ
に
、
明
治

十
四
年
日
本
橋
区
の
浜
町
市
場
、
明
治
十
五
年
日
本
橋
区
の
矢
ノ
倉
市
場
、
本
所
区
の
千
歳
町
市
場
が
開
設
さ
れ
、
こ
れ
ら
三
市
場
は
隅

田
川
を
は
さ
ん
で
東
部
の
野
菜
供
給
拠
点
と
し
て
新
生
し
た
と
見
る
べ
き
で
、
北
・
南
の
神
田
・
京
橋
に
対
し
て
東
の
繁
華
街
近
接
型
立

地
と
言
っ
て
よ
い
。
明
治
十
五
年
の
取
扱
高
は
新
設
三
市
場
合
わ
せ
て
二
・
八
万
円
に
過
ぎ
ず
、
神
田
の
一
入
・
九
万
円
、
京
橋
の
四
・

一
万
円
に
対
す
る
供
給
分
担
力
と
し
て
注
解
せ
し
め
る
。

市
街
地
周
縁
型
の
市
場
は
街
道
沿
い
伸
長
街
に
お
け
る
農
村
と
の
接
点
位
置
に
あ
り
、
駒
込
市
場
の
中
山
道
・
岩
槻
街
道
、
下
谷
市
場



の
陸
羽
街
道
裏
道
、
四
谷
市
場
の
甲
州
・
青
梅
両
街
道
、

J

青
山
市
場
の
大
山
(
厚
木
)
街
道
、
四
ッ
自
市
場
の
竪
川
水
路
お
よ
び
行
徳
街

道
を
そ
れ
ぞ
れ
主
軸
と
し
て
農
村
集
荷
圏
を
も
ち
、
そ
の
大
小
に
比
例
し
た
市
場
を
形
成
し
て
い
る
ω

こ
の
う
ち
、
売
買
高
最
大
の
駒
込

市
場
は
明
治
十
一
年
コ
了
九
万
円
、
広
い
農
村
集
荷
圏
の
上
に
、
神
田
市
場
と
三
十
町
(
一
一
了
七
粁
)
の
距
離
で
中
継
機
能
を
加
え
て
発

達
に
プ
ラ
ス
し
た
ω

下
谷
市
場
が
こ
れ
に
次
ぐ
の
は
、
そ
の
北
方
に
広
く
三
ノ
輪
・
一
ニ
河
島
低
地
帯
の
集
荷
圏
を
も
つ
か
ら
で
、
四
ツ
自

市
場
は
束
、
葛
西
地
域
の
デ
ル
タ
農
村
に
集
荷
圏
を
広
げ
て
い
る
@
四
谷
と
青
山
は
明
治
十
一
年
売
買
高
に
ほ
と
ん
ど
優
劣
は
な
い
が
、

明
治
十
五
年
四
谷
は
青
山
の
四
倍
の
売
買
高
に
増
加
し
、
こ
れ
は
麹
町
か
ら
内
藤
新
宿
の
市
街
地
発
展
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

こ
の
ほ
か
明
治
十
三
年
か
ら
統
計
面
に
現
わ
れ
る
本
芝
の
市
場
は
、
こ
の
年
青
山
・
四
ツ
目
と
ほ
ぼ
同
様
の
取
扱
い
高
を
示
し
、
東
海

道
沿
い
芝
区
中
心
の
集
荷
圏
規
模
を
示
唆
し
、
本
所
区
中
ノ
郷
竹
町
の
市
場
は
明
治
十
五
年
か
ら
現
わ
れ
、
こ
の
年
四
ツ
目
市
場
の
倍
以

上
の
売
買
高
を
あ
げ
て
、
四
ツ
木
街
道
を
軸
と
す
る
葛
飾
の
集
荷
圏
の
形
成
を
示
す
。
本
芝
・
中
ノ
郷
両
市
場
と
も
街
道
沿
い
市
街
と
農

旧東京市の初期近郊農業

村
の
接
点
位
置
は
共
通
し
、
こ
こ
に
市
街
地
周
縁
型
立
地
の
増
加
を
見
た
の
で
あ
る
@

最
外
部
立
地
型
の
千
住
・
品
川
の
両
市
場
は
、
そ
の
成
立
史
が
示
す
よ
う
に
農
村
中
心
型
市
場
と
し
て
発
生
し
、
後
に
東
京
へ
の
供
給

性
に
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
ω

千
住
は
明
治
十
一
年
の
売
買
高
七
・
二
万
円
で
、
全
市
場
中
神
田
に
次
ぐ
地
住
を
示
し
、
問
屋
・
仲
買
人

も
多
く
、
神
田
市
場
と
の
連
係
お
よ
び
投
師
・
方
角
師
・
茶
屋
商
人
等
に
よ
る
東
京
市
八
百
八
町
へ
の
中
継
機
能
が
き
わ
め
て
大
き
い
@

従
っ
て
本
木
村
・
弥
五
郎
新
田
・
小
谷
野
村
を
結
ぶ
千
住
か
ら
コ
了
五
粁
、
神
田
か
ら
一

O
粁
の
内
固
に
集
荷
圏
の
地
域
密
度
を
高
め
、

さ
ら
に
千
住
か
ら
入
粁
、
神
田
か
ら
一
四
・
五
粁
の
南
足
立
郡
辺
境
を
も
、
そ
の
軟
弱
野
菜
の
出
荷
圏
に
包
括
す
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
品
川
市
場
は
明
治
十
一
年
問
屋
の
み
で
仲
買
人
を
欠
き
、
そ
の
売
買
高
も
下
谷
市
場
の
二
・
五
万
円
に
対
し
て
二
・
一

万
円
で
し
か
な
い
。
そ
の
後
の
発
展
に
よ
っ
て
明
治
十
五
年
は
二
・
八
万
円
と
な
り
、
下
谷
市
場
の
一
・
六
万
円
、
駒
込
市
場
の
ご
・
七
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万
円
を
も
超
え
る
が
、
千
住
市
場
の
五
・
六
万
円
に
対
し
て
は
そ
の
半
ば
に
と
ど
ま
る
。
品
川
市
場
は
、
神
田
市
場
を
大
中
心
と
す
る
一

四
・
五
粁
の
近
郊
農
業
圏
の
中
に
、
地
区
的
に
供
給
密
度
を
高
め
る
構
造
性
を
止
揚
し
て
い
る
が
、
神
田
か
ら
一

0
・
五
粁
、
京
橋
か
ら

八
粁
の
距
離
は
大
き
く
、
仲
継
機
能
を
千
住
市
場
の
は
る
か
下
位
に
と
ど
め
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
@

六
、
明
治
期
、
東
京
の
近
郊
植
木
類
草
花
栽
培
地
域

都
市
生
活
者
の
植
木
類
・
草
花
の
観
賞
生
活
は
早
く
か
ら
見
ら
れ
、
東
京
か
ら
江
戸
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
そ
の
記
録
は
古
い
。
こ
こ
で
明

治
初
期
以
降
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
ま
ず
東
京
府
志
料
の
「
物
産
」
に
そ
の
名
を
み
る
。

市
街
地
近
縁
に
は
坂
本
村
の
菊
・
牽
牛
花
が
あ
り
、
最
遠
地
点
に
は
京
橋
か
ら
の
行
程
十
三
粁
に
北
蒲
田
村
の
夏
菊
生
産
が
あ
る
。
こ

の
ほ
か
北
郊
に
神
田
か
ら
一
一
一
粁
の
西
新
井
村
は
菊
を
出
し
、
草
花
生
産
と
し
て
載
る
、
神
田
か
ら
一
一
一
粁
の
青
戸
村
、
同
じ
く
九
粁
の

篠
原
・
四
ツ
木
・
渋
江
三
村
な
ど
が
あ
る
。
植
木
類
産
地
と
し
て
は
西
大
久
保
・
諏
訪
両
村
と
大
久
保
吉
人
町
が
神
田
か
ら
四
乃
至
七
粁

の
位
置
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
生
産
地
代
表
が
示
す
よ
う
に
、
植
木
類
・
草
花
の
生
産
地
域
差
は
、
低
地
の
草
花
、
台
地
の
植
木
類
で
、
損

傷
の
難
易
に
よ
る
距
離
圏
で
は
な
い
。
他
の
記
録
か
ら
補
足
し
て
も
、
駒
込
・
巣
鴨
・
四
谷
・
麻
布
な
ど
江
戸
時
代
か
ら
の
植
木
類
生
産

は
台
地
で
、
堀
切
の
花
菖
蒲
は
低
地
で
あ
る

Q

た
だ
低
地
の
請
地
村
は
草
花
・
植
木
類
、
麻
布
の
台
地
飯
倉
片
町
・
竹
谷
町
は
植
木
の
ほ

か
に
菊
栽
培
で
知
ら
れ
、
植
木
と
草
花
を
複
合
生
産
す
る
。
こ
れ
ら
は
草
花
鉢
植
に
盆
栽
の
植
木
を
加
え
て
商
品
を
多
様
化
し
、
ま
た
台

地
の
中
に
侵
食
谷
低
地
を
介
在
し
て
両
者
と
も
生
産
適
地
が
あ
る
か
ら
で
、
上
の
立
地
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

軟
弱
な
草
花
生
産
は
デ
ル
タ
の
沖
積
土
壌
の
保
湿
性
に
適
し
、
強
堅
な
植
木
類
は
台
地
の
乾
燥
ロ

1
ム
土
壌
の
利
用
に
相
対
的
に
適
応

選
択
さ
れ
て
き
た
。
草
花
栽
培
の
地
域
発
展
は
デ
ル
タ
の
沖
積
土
壌
地
帯
に
進
み
、
植
木
類
の
生
産
は
す
で
に
駒
込
・
巣
鴨
の
古
い
記
録



に
み
る
よ
う
に
、

「
土
壌
薄
ク
樹
木
ニ
宜
シ
ク
穀
物
ニ
宜
カ
ラ
ズ
」
官
)
の
相
対
的
適
産
地
に
立
っ
て
各
種
の
観
賞
樹
木
栽
培
に
向
か
っ

た
の
で
あ
る
@

植
木
類
と
草
花
は
こ
の
適
地
性
に
立
っ
て
地
域
分
化
し
た
が
、
距
離
圏
的
に
は
市
街
地
近
縁
と
そ
の
外
圏
と
の
地
域
密
度
差
に
表
わ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
両
者
を
通
じ
て
近
縁
圏
に
生
産
量
と
そ
の
加
工
性
を
増
す
の
で
あ
る

Q

こ
の
時
代
の
加
工
性
は
鉢
植
・
盆
裁
で
、
坂
本
村
の
牽
牛
花
一

O
万
鉢
、
千
駄
木
町
の
菊
鉢
植
な
ど
が
こ
れ
を
証
す
る
。
ま
た
、
江
戸

時
代
か
ら
植
木
屋
で
知
ら
れ
た
四
谷
に
お
い
て
、
伝
馬
町
・
荒
木
横
町
・
忍
町
・
大
番
町
な
ど
の
植
木
屋
は
、

「
近
在
よ
り
新
木
を
買

入
、
同
所
に
て
木
振
を
直
し
、

所
?
え
致
ニ
売
買
一
俣
也
」
立
)
と
、

樹
形
・
樹
相
の
鑑
賞
価
値
を
高
め
て
都
市
人
に
供
給
す
る
近
郊
性
が

あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
植
木
類
・
草
花
の
近
郊
地
帯
構
成
は
、
栽
培
上
の
適
地
性
に
よ
る
台
地
と
低
地
を
基
盤
と
し
、
生
産
量
と
加
工
性
に
そ
の

旧東京市の初期近郊農業

距
離
圏
性
を
み
る
。
損
傷
の
難
易
、
輸
送
の
便
不
便
を
要
因
と
す
る
圏
状
変
化
は
一
義
的
に
は
強
く
な
い
。

こ
れ
ら
の
近
郊
栽
培
は
当
然
都
市
化
に
よ
っ
て
外
部
移
動
す
る
か
ら
、
こ
れ
を
次
の
実
証
例
に
つ
い
て
み
る
。

荏
原
地
域
で
は
明
治
三
十
九
年
(
一
九

O
六
)

に
植
木
職
・
造
庭
職
・
苗
木
職
の
町
村
別
戸
数

suが、
大
井
町
の
四
五
戸
を
最
大
と

し
て
、
八
|
五
戸
四
カ
町
村
、
四

l
一
戸
六
カ
町
村
、
そ
の
他
の
町
村
に
は
全
く
な
か
っ
た
。
大
正
四
年
(
一
九
一
五
)
に
は
目
黒
町
の

一
六
三
戸
を
最
高
に
、
大
崎
・
大
井
両
町
お
の
お
の
一

O
五
戸
、
品
川
町
の
五
六
戸
、
四
九
l
一
O
戸
の
町
村
五
あ
り
、
以
上
い
ず
れ
も

区
部
寄
り
の
東
部
町
村
で
あ
り
、
芝
・
麻
布
か
ら
の
移
行
を
明
ら
か
に
証
し
て
い
る

Q
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同
じ
く
豊
多
摩
郡
に
つ
い
て
ハ
担
、

千
駄
ヶ
谷
町
農

大
正
四
年
の
時
点
に
お
け
る
農
家
数
対
植
木
職
・
造
庭
職
・
苗
木
職
の
比
率
は
、

家
数
二
二
五
戸
の
一

O
O
%、
大
久
保
町
農
家
数
一
五
五
戸
の
九
六
弱
、
内
藤
新
宿
町
農
家
数
一

O
二
戸
の
八
四
拓
、
{
淀
橋
町
農
家
数
二
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五
八
戸
の
七
五
%
、
戸
塚
町
農
家
数
二

O
四
戸
の
七
二
形
、
渋
谷
町
農
家
数
五
二
五
戸
の
六
五
%
と
、
区
部
隣
接
町
に
異
常
に
高
い
。
同

じ
く
こ
の
率
に
お
い
て
代
々
幡
町
二
人
形
、
落
合
町
二
七
%
、
中
野
町
二
二
形
と
少
な
く
な
り
、
さ
ら
に
外
縁
の
村
は
低
率
と
な
っ
て
、

こ
の
時
点
に
お
け
る
区
部
隣
接
町
に
こ
の
業
者
の
中
心
地
帯
を
明
ら
か
に
示
す
。
明
治
後
期
に
は
な
お
区
部
に
高
率
地
域
の
あ
っ
た
も
の

が
、
大
正
時
代
に
は
郡
部
に
中
心
を
移
し
て
い
る
ω

野
菜
類
の
近
郊
生
産
は
明
治
初
期
に
す
で
に
郡
部
に
中
心
を
移
し
て
い
た
が
、
市
街

地
近
接
性
の
植
木
類
は
大
正
初
期
に
よ
う
や
く
中
心
を
郡
部
に
移
行
し
て
い
る
ω

耕
地
を
失
っ
て
も
造
庭
職
な
ど
技
術
生
業
を
も
っ
て
存

立
し
、
よ
り
市
街
地
近
接
立
地
性
を
と
る
こ
と
が
わ
か
る
。

七
、
明
治
期
、
東
京
の
近
郊
果
実
生
産
性

明
治
期
市
民
の
果
実
需
要
性
は
弱
く
、
そ
の
生
産
性
に
強
く
近
郊
性
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
東
京
府
志
料
の
物
産
に
載
る
も
の

を
抽
出
す
る
と
、
西
郊
か
ら
西
北
郊
の
郡
部
、

一
二
粁
圏
・
二
ハ
粁
圏
に
柿
・
栗
の
出
荷
圏
を
認
め
し
め
る
。
柿
・
栗
は
遠
距
離
輸
送
し

て
も
商
品
価
値
を
あ
ま
り
低
下
し
な
い
が
、
当
時
の
輸
送
方
法
は
荷
車
・
牛
馬
車
で
遠
距
離
移
入
は
容
易
で
な
い
。
内
陸
高
燥
台
地
の
適

地
条
件
の
も
と
、
柿
・
栗
を
一
一
一
粁
圏
・
一
六
粁
圏
の
供
給
可
能
範
囲
に
近
郊
果
実
供
給
圏
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
一
一
一
粁

圏
・
一
六
粁
圏
は
野
菜
類
と
は
量
的
に
少
な
い
が
、
そ
れ
と
複
合
せ
る
柿
・
栗
の
近
郊
圏
で
あ
り
、
ま
た
、
遠
方
か
ら
の
輸
送
移
入
に
よ

っ
て
地
域
分
化
を
お
こ
さ
な
い
時
代
の
近
郊
性
で
あ
る
ω

十
五
区
内
の
果
実
生
産
に
注
目
す
る
と
、
大
久
保
百
人
町
・
池
袋
村
お
よ
び
穏
田
・
上
渋
谷
・
上
豊
沢
の
地
続
き
三
村
に
柿
・
栗
・
梅

の
出
荷
を
見
る
。
柿
・
栗
の
供
給
を
こ
の
入
粁
圏
に
形
成
す
る
の
は
、

一
一
一
粁
圏
・
二
ハ
粁
圏
と
の
同
質
性
に
ほ
か
な
ら
ず
、
梅
の
供
給

性
は
少
量
で
も
市
民
の
生
活
必
需
性
か
ら
こ
の
近
圏
に
供
給
地
を
お
い
た
も
の
で
あ
る

Q



西
南
郊
の
果
実
生
産
性
は
、
栗
は
無
く
、
柿
も
減
り
、
梅
と
梨
を
優
位
に
、
そ
の
ほ
か
巴
互
杏
・
枇
杷
・
柚
の
あ
る
多
様
性
で
あ
る
@

梨
は
多
摩
川
デ
ル
タ
の
自
然
堤
防
州
立
地
、
梅
・
巴
旦
杏
・
柚
は
台
地
高
燥
地
、
枇
杷
は
こ
の
地
域
の
暖
地
性
に
適
地
位
を
も
っ
。
少
量

で
あ
っ
て
も
各
種
果
実
を
欲
求
す
る
東
京
都
市
性
を
、
西
南
郊
の
一
一
一
粁
圏
・
一
六
粁
圏
は
供
給
を
分
担
す
る
地
域
で
あ
る
@
た
だ
西
南

郊
の
十
五
区
内
に
果
実
の
生
産
を
あ
げ
ず
、
全
く
一
一
一
粁
圏
・
二
ハ
粁
圏
の
外
圏
に
果
実
近
郊
性
を
認
め
し
め
る
の
み
で
あ
る
@

東
郊
お
よ
び
東
北
郊
の
沖
積
低
地
で
は
、

梨
は
新
川
梨
分
〉
で

同
じ
く
一
二
粁
圏
・
二
ハ
粁
圏
に
梨
・
葡
萄
の
生
産
と
供
給
を
み
る
。

江
戸
川
デ
ル
タ
の
自
然
堤
徴
高
地
を
利
用
、
こ
の
時
代
多
摩
川
デ
ル
タ
の
多
摩
川
梨
と
照
応
し
て
い
た
。
こ
の
地
区
に
お
い
て
も
十
五
区

の
内
圏
に
は
見
ら
れ
ず
、
本
来
に
低
湿
性
の
果
実
生
産
不
適
性
に
よ
っ
て
、
さ
き
に
み
た
軟
弱
葉
菜
栽
培
に
専
同
化
し
て
い
る
。

以
上
、
果
実
も
そ
れ
ぞ
れ
自
然
的
属
性
へ
の
適
性
に
立
ち
、
と
く
に
台
地
と
低
地
の
立
地
差
の
も
と
に
生
産
地
を
分
化
し
て
東
京
へ
の

供
給
圏
を
な
し
、
近
郊
立
地
型
を
と
っ
て
い
る
@

旧東京市の初期近郊農業

八
、
明
治
期
、
藍
そ
の
他
の
近
郊
生
産
性

次
に
藍
は
染
料
と
し
て
の
都
市
消
費
性
か
ら
東
京
周
縁
生
産
地
を
も
っ
て
そ
の
近
郊
性
と
す
る
。
生
産
は
東
京
府
統
計
書
に
よ
る
と
、

明
治
十
年
(
一
八
七
七
)
に
豊
島
郡
(
五
郡
時
代
)
が
東
京
府
全
体
の
八
七
%
、
明
治
十
四
年
に
北
豊
島
郡
(
六
郡
時
代
)
が
同
じ
く
六

二
・
三
%
、
明
治
十
五
年
に
北
豊
島
郡
が
同
じ
く
九
三
・
七
%
と
、
北
豊
島
郡
地
域
に
独
占
的
で
あ
る

Q

小
地
区
的
に
「
村
」
別
に
あ
げ

て
あ
る
東
京
府
志
料
に
よ
る
と
、
生
産
農
村
は
北
豊
島
・
東
多
摩
両
郡
内
に
集
積
性
を
認
め
し
め
る
。
藍
は
台
地
畑
の
栽
培
で
、
低
地
部

267 

に
は
南
葛
飾
・
南
足
立
両
郡
お
よ
び
荏
原
郡
の
低
地
部
に
も
き
わ
め
て
少
な
い
、
近
郊
農
業
地
帯
と
し
て
の
距
離
圏
か
ら
は
入
粁
|
二

O

粁
の
帯
状
圏
に
あ
り
、
と
く
に
そ
の
外
周
部
に
多
い
。
八
粁
圏
内
で
は
青
山
北
町
と
原
宿
村
の
み
に
現
わ
れ
る
。
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ム
ロ
地
で
も
荏
原
郡
に
は
は
な
は
だ
少
な
く
、
北
豊
島
郡
を
中
心
と
し
て
、
こ
れ
に
続
く
東
多
摩
・
南
豊
島
両
郡
の
東
寄
り
に
藍
産
地
を

形
成
し
て
い
る
@
す
な
わ
ち
藍
産
地
は
大
根
生
産
卓
越
地
と
一
致
し
、
深
く
て
排
水
良
好
な
耕
土
、
し
か
も
適
度
の
保
湿
性
を
も
っ
土
壌

条
件
に
支
持
さ
れ
る
。
栽
培
期
は
大
根
の
秋
に
対
し
て
藍
は
春
夏
で
あ
る
が
、
畑
の
自
然
的
属
性
の
好
適
性
を
共
有
す
る
自
然
基
盤
に
立

っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

藍
作
は
明
治
二
十
年
以
降
、
安
い
イ
ン
ド
藍
の
輸
入
に
押
さ
れ
て
衰
退
し
、
ほ
ぼ
明
治
末
を
も
っ
て
消
滅
し
て
ゆ
く
が
、

明
治
前
半

期
、
上
述
の
諸
農
産
と
同
様
に
近
郊
性
を
と
っ
て
栽
培
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
ω

都
市
周
縁
農
村
の
都
市
応
需
性
は
農
闘
の
活
動
に
も
見
ら
れ
る
。
東
京
府
志
料
に
あ
が
る
顕
著
な
も
の
に
薪
・
炭
・
竹
・
農
産
加
工
品

が
あ
る
。
薪
は
西
か
ら
西
北
・
北
の
台
地
上
、

一
六
粁
圏
か
ら
二

O
粁
圏
の
諸
村
か
ら
で
、
炭
は
薪
と
複
合
す
る
中
に
、
二

O
粁
圏
の
遠

園
の
方
に
多
く
、
薪
と
異
な
る
燃
料
特
質
を
示
す
。
竹
は
台
地
利
用
の
特
徴
的
植
生
で
、
と
く
に
豊
多
摩
・
荏
原
の
供
給
便
宜
な
二
一
粁

圏
・
一
六
粁
圏
に
密
度
を
高
く
す
る
。

農
産
加
工
と
し
て
の
都
市
供
給
品
は
草
第
・
草
桂
で
、
草
第
は
西
北
郊
一
一
一
圏
・
一
六
粁
圏
に
多
く
、
草
鮭
は
西
南
郊
デ
ル
タ
の
稲
作

地
で
、
藁
の
あ
る
農
村
副
業
と
輸
送
条
件
そ
の
他
の
地
理
性
を
反
映
し
て
遠
圏
の
二

O
粁
圏
に
あ
る
。

結

論

明
治
期
に
お
け
る
東
京
市
の
近
郊
農
業
の
う
ち
、
牛
乳
生
産
は
始
め
酪
農
と
し
て
で
な
く
、
町
の
中
に
発
生
発
達
し
、
後
、
周
辺
農
村

に
波
及
し
て
近
郊
酪
農
と
し
て
発
達
し
た
。
野
菜
類
は
江
戸
時
代
か
ら
近
郊
農
業
の
中
心
を
な
し
、
明
治
初
期
か
ら
郊
外
の
郡
部
に
拡
大

し
て
い
た
が
、
野
菜
類
の
種
類
に
よ
る
地
域
差
は
、
適
地
の
自
然
性
に
大
き
く
基
盤
を
お
い
て
、
輸
送
の
便
・
不
便
、
損
傷
の
難
易
等
に



よ
る
距
離
圏
性
は
強
く
な
か
っ
た
。
東
京
周
辺
一
率
な
同
心
円
状
で
な
く
、
低
地
デ
ル
タ
・
高
燥
台
地
に
生
産
基
盤
を
お
く
地
域
構
成
で

あ
る
ω

自
然
性
を
捨
象
し
て
打
出
し
た
チ
ュ

l
ネ
ン
の
圏
構
造
は
地
理
学
的
で
な
い
か
ら
、
こ
こ
に
比
較
考
証
の
対
象
と
は
し
な
い
が
、

明
治
期
東
京
近
郊
農
業
は
、
自
然
的
属
性
と
く
に
一
次
元
に
低
地
・
台
地
の
差
に
立
つ
地
域
構
造
で
あ
る
と
帰
納
さ
れ
る
。
従
来
チ
ュ

l

ネ
ン
の
圏
構
造
を
適
用
し
て
、
第
一
帯
・
第
二
帯
な
ど
の
圏
状
差
を
認
め
た
研
究
も
あ
る
が
、
部
分
的
象
眼
か
ら
は
と
も
か
く
、
東
京
周

辺
全
環
に
検
討
し
、
地
理
学
的
に
そ
の
自
然
的
属
性
に
立
て
ば
、
同
心
円
的
帯
状
構
造
は
下
位
次
元
に
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
こ
と
は
植
木
類
・
草
花
そ
の
他
に
も
共
通
に
言
え
る
こ
と
で
あ
る

Q

他
の
特
徴
は
輸
送
機
関
の
幼
稚
さ
に
よ
っ
て
、

一
四
粁
乃
至
二
ハ
粁
圏
に
各
種
農
産
を
複
合
す
る
こ
と
で
、
こ
の
中
に
都
市
需
要
を
満

た
す
構
造
で
あ
る
ω

外
部
遠
隔
地
か
ら
の
移
入
が
な
く
、
移
入
に
よ
る
動
揺
混
乱
も
な
く
、
地
域
分
化
も
顕
著
で
な
い
の
が
一
大
特
色
で

あ
る
ω

牛
乳
移
入
の
始
ま
り
詰
)
は
明
治
三
十
六
年
(
一
九

O
三
)

の
房
州
か
ら
で
あ
る
が
、

」
れ
は
一
旦
中
絶
し
、

大
正
の
中
頃
か
ら

漸
次
連
続
的
に
増
加
し
て
く
る
か
ら
、
明
治
期
の
東
京
牛
乳
生
産
に
は
外
部
の
影
響
は
な
か
っ
た
。
野
菜
類
・
花
井
の
導
入
も
農
産
物
輸

旧東京市の初期近郊農業

送
施
設
の
発
達
し
て
か
ら
で
、
明
治
期
こ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
な
い
近
郊
農
産
地
域
の
形
成
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
っ
て
よ
い
。
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松
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の
こ
と
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瓜
。
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本
の
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、
以
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そ
の
他
の
作
物
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を
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本
の
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史
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近
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所
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多
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大
正
五
年
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役
所
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区
史
昭
和
三
十
年

桜
井
勝
三
東
京
市
の
市
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圏
付
地
理
(
大
塚
地
理
学
会
)

五
ノ
四

昭
和
十
八
年




